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バレーボールにおけるジャンプ動作は、スパイク、ブロック技術を構成する上で主要となる運動要素で
あり、ゲームの勝敗に大きく関与するものである。特にスパイクはアタックという攻撃戦術を構成するも
のである。スパイクは、 トスボールを棺手に返球するチームとして最後の接触であるために、ネット越し
により高いところから、棺手コートヘボールを強くそして鋭角に打ち込む技能が要求されるものである。
ゲームで最も多くの得点を挙げるのはスパイクであり、劇的で魅力的な技術ともいえる。
A.セリンジャ…(3)は fアタックは勝敗に密接に関係している。強力なアタックカなしにチームは勝つ
ことはできないが、強力なアタック力を持つチームは、平凡な守備力でさえも勝つことができる」とアタッ
クの重要性を示唆している。すなわち、スパイクの上達には基礎から応用的な技能、大きなパワー、合理
的なフォームが必要になってくる。しかし、一殻・大学の選手のように競技レベルが完成期に近い場合、
フォームの修正は非常に困難であり、特に試合の多い選手にとってシーズンを棒に振ることにもなりかね
ない。
一方、初期の習得段措である小学生においては、スパイクの特性上高さが必要なこともあり、低年齢か
らの指導は難題であり、高学年になってからスパイクを行っている場合が多い。この時期は少年期であり、
調整力がよく発達する頃で、新しい動作フォームが身につきやすいことが広く知られている。逆に言えば
悪いフォームも身につきやすいことにつながる。したがって、バレーボールジャンプを習得する初期の段
階において悪いフォームを習得させない指導も重要になってくる。
そこで、本研究では小学生バレーポーラーを対象とし、スパイクジャンプゃいくつかの類叙した跳躍運
動能力の測定を行った。スパイクジャンプの習得について段階的な分類評価を行い、跳躍運動能力測定と
の比較・検討を行うことによって、スパイクジャンプの習得に関わる運動要素を明らかにし、指導上の一
指標としたい。
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2.研究方法
1.実験期日
平成14年4月28日
2.対象
花減均・日高敬児・池上美子伴・坂元康成・島本英樹
佐賀県内の小学生男子バレーボール7チームの中でスパイク練習をしている 5・6年生計50名を被験
とした。
3臨場所
川副町勤労者体育舘
4.測定項自
垂跳ぴ (SJ)とスパイクジャンプ(則)における跳躍高をデジタルジャンプメーター(トーヨーフィ
ジカ jレ社製)で測定した。
5.諜験試技項目
連続垂直跳び・・・垂直跳びを連続3回行う。腿上げにより膝を絢の位龍まで上げることと、各自の跳
躍聞は動作停止しないように教示した。
連続幅跳び、. ちi幅跳び、を連続2回行う。各跳躍間は動作停止しないように教示した。
スパイクジャンプ・・・最高到達点を跳躍目標とし、 2~3 歩の助走を用いた両足で踏み切るランニン
グジャンプをするように教示した。
投げ込みスパイクジャンプ・・・スパイク動作を想定し、ネット越しにボールを投げ込むように教示し
た。ボールを持ったまま、両足踏み切りでスパイクジャンプの要領で行う。小
学生が片手S本の指で握ることのできる遊具ボールを用いた。
6. V T R撮影
VTRカメラは被験者の右側面の位置に設龍し、被験者の実験試技を 1/500s巴cのシャッタースピ
ドで毎秒60コマで撮影した。なお、各被験者の肩蜂点、榛管点、茎突点、指先点、腸稜点、外経骨点、
外果点、腕骨上の部位にランドマークをつけ、身体各部の動きを明確に観察できるようにした。
7.分析方法
1 )運動観察分析
試案の記録用紙を用い跳躍動作を収録した VTRを再・生し分析を行った。スパイクジャンプにおけ
る腕の掠込み動作、振り上げ動作、自的遂行点の一致度等、ジャンプ動作全体のまとまりと運動の協
調性の観点から、流動と調和闘に関する運動観察を行った。スパイクジャンプの運動観察とジャンプ
高の差を検討し、技能レベルを 3段階(上位、中位、下位群)に分類した。
その技能レベル加に連続垂直跳びゃ連続立ち幅跳び、などの運動観察分析点を比較し、習得段階の検
討を行った。
2 )各跳躍動作中の局面区分
a.ジャンプ動作中の局面は以下のように設定した。
①左足着地・・・踏み切る一歩前の左足が床についた瞬間
②左足離床・・・踏み切る一歩前の左足が床から離れた瞬間
③腕・後水平位・・・!随の掠込み動作が需始される瞬間(最大パックスウィング持)
④右足着地・・・踏み切る右足が床についた瞬間
⑤腕・体側位・・・腕の披込み動作が振り上げ動作に変わる瞬間
⑤左足着地・・・踏み切る左足が床についた瞬間
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⑦最大屈曲・・・膝関節がもっとも屈曲している瞬間
③椀・水王子位・・-腕の振り上げ動作中に体幹と続のなす角が90度になった瞬間
b.スノTイクジャンフ。
⑨離床・・・両足が床から離れた瞬間
⑮最高点・・・指先が目標点に達した瞬間(この点が目標遂行点となる)
⑪着地
C. 投げ込みスパイクジャンプ
⑨離床ー・・両足が床から離れた瞬間
⑮パックスウイング
⑪1) 1) スー
d.跳躍関連用語
張り込み動作・・・上肢の動作で、③腕・後水平位~⑤腕・体側位まで
振り上げ動作・・・上肢の動作で、⑤続・体側位以降
助走・・・①左足着地~④右足着地
踏み切り・・・④右足養地~⑨離床
目標遂行点の一致度・・・①~⑤のジャンプ動作のタイミングの良さと最高到達点に歪るジャンプの鉛
産性に対する評価。
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図2 スパイクジャンプにおける腕の使い方
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酪3 スパイクジャンブにおける自的議行点の一致度 図4 スパイクジャンプにおける流動性
3.結果及び考察
1.スパイクジャンプにおける技能分類特性
スパイクジャンプによる技能差を運動観察法にて比較・検討した結果、技能レベルによる各群の出現比
率は50人中、上位群14人 (28%)、中位群16人 (32%)、下位群20人 (40%)であった。(閣 1参日夜)この
運動観察上の主な分析点は、スパイクジャンプ時の腕の使い方、ジャンプ方向の鉛産性(自標遂行点の一
致)並びにジャンプ動作の流動性であった。(鴎 2~4 参照)
跳躍動作中の腕の使い方は被験者の78%と多くのものが良く使っているようである。特に、上{立群は全
員が腕の使い方が良いという評儲になった。 (p<0.05、表l参照)
しかし、ジャンプの最高点と日標遂行点との一致度については、全体で46%の一致が見られたが半数を
割っており、この点がスパイクジャンプにおける技能差につながることになった。表2より上・中・下位
函S 自壊遂行J点の一致
群の白標遂行点との一致度は各々78.6%、43.8%、25.0%とレベル差が顕
著に表れている。 (p<O.Ol)ジャンプの目探遂行点との一致度はジャンプ
動作のキック力が鉛産方面に合理的に働いたことを示す。すなわち、図5
に示すとおり指先、肩、腰、膝等の身体部分の分節点が鉛産線上に並ぶイ
メ…ジを持つことができる場合と考える。
助走の障から手足の調和のとれた譲込み、振り上げ動作の結果、下肢の
反動、伸展力がうまく伝えられた跳躍動作によって、目標点まで弾力性を
もって発射していく様相が流動性に求められる。このような運動の方向(空
間)やタイミング(時間)、力の入れ具合(力動)等の合理的なまとまり
が流動性の観点に表れることになる。図4より小学生のジャンプ動作は
74%と4人のうち 3人のものがスムーズな動きを遂行していた。このこと
をスパイクジャンプの技能レベル加にみてみると、先の2つの分析点と同
様に、上・中・下位開に有意な差が認められた。
(p<O.Ol、表3参照)
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表 1 スパイクジャンプにおける各群の競の使い方 表2 スパイクジャンブにおける各群の鉛蔵性
上段:度数 スパイク J(腕の使い方)
下段:% 合言十 良い よくない
合計 50 39 11 
100.0 78.0 22.0 
下位群 20 13 7 
100.0 65.0 35.0 
技能 中f立群 16 12 4 
レベル 100.0 75.0 25.0 
上位群 14 14 
100.0 100.0 
(p<0.05) 
表3 スパイクジャンプにおける各群の流動性
i上段:度数 スパイク J(流動性)
下段:% 合計 スムーズ
合計 50 37 
100.0 74.0 
下位群 20 10 
100.0 50.0 
技能 中位群 16 13 
レベル 100.0 81. 3 
上位群 14 14 
100.0 100.0 
2.被験者の形態・機能的特性
(1)身長
ぎこちない
13 
26.0 
10 
50.0 
3 
18.8 
(p<O.Ol) 
ヒ段:度数 スパイク J(鉛音性)
下段:% 合計 一致して 一致して
いる いない
合計 50 23 27 
100.0 46.0 54.0 
下位群 20 5 15 
100.0 25.0 75.0 
技能 中位群 16 7 9 
レベル 100.0 43.8 56.3 
上位群 14 11 3 
100.0 78.6 21.4 
(p <0.01) 
身長についてみると、全体では142.8cm、最大値156cm、最小{直125.6cmで、全国標準値145.2cm(平成14年
度学校保健統計識査、 11才男子)と比較すると、やや低い傾向にある。技能レベル別に比較すると、
な差は認められなかったが、上位群が他の群より平均2~ 3 cm高い傾向にあった。(表4参照)
(2)体重
体重についてみると、全体では35.9kg、最大儲55.4kg、最小催26kgで、全国標準値39.4kgと詑較すると低
い傾向にある。技能レベル加の比較では、有意な差は認められなかった。(表4参照)
表4 身長と体重の平均錨・標準備議
身長 (cm) 体重 (kg)
全体(n =50) 142.8 35.9 
標準備差 7.41 7.14 
下位群(n=20) 142.6 36.6 
諜準偏差 7.56 7.42 
中{立群(n = 16) 141.4 34.1 
標準偏差 7.20 6.12 
上位群(n=14) 144.6 36.8 
標準偏差 7.60 7.94 
(3)ジャンブ嘉
5はスパイクジャンプと垂直跳ぴの概定結果を表したものである。全体の平均億では、スパイクジャ
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ンプ40.6側、垂藍跳び37.6cmで、両ジャンプ閤に3.0cmの差があり、跳躍高の差に有意性が認められた。 (p
<0.05)次に技能レベル別にスパイクジャンプと垂直跳びを比較すると、下位群では有意な差はなかった
が、中・上位群で3.3、3.7cmと有意な差があった。
技能レベルの比較では、スパイクジャンプで3群聞に有意な差がみられ、上位群と下位群の詞には10cm
以上の跳躍高の差がみられた。これは身長義による影響を上回るものであると考えられる。霊産跳びにお
いても下位群と上位群、中位群と上位群に差があった。スパイクジャンプ高と同様にレベル間の差が認め
られる。
これらのことから小学生においても、身長差以上にスパイクジャンプの跳躍高を向上させる運動の獲得
要素が関係することが考えられる。さらに習得段階が上がるにつれてその運動要素が顕著に表れてくるも
のと思われる。
表S スパイクジャンプとき産車跳びの平均舘・諜準穣差 (cm) 
一ー-、、「ー」ー----、~ スパイクジャンプ (RJ) 垂直跳び (SJ) 跳躍差 (RJ-SJ)
全体 (n=50) 40.6 37.6 3.0 (P < 0.05) 諜準備差 6.97 6.25 
下位群(n=20) 35.9 33.7 2.2 標準偏差 4.81 5.12 
中位群(n二二日) 41.2 37.9 3.3 (P<0.05) 標準舗装 4.75 4.82 
上位群(n=14) 46.7 43.0 3.7 (P<O.01) 標準備差 6.60 4.82 
群簡の有意差 下段<中位 中位<上位 ~ P<0.05 中位<上位 下位<上位ア{立<上位
3.連続量誼跳び・連続犠跳びの譲動観察分析
連続垂直跳びは、バレーボールの反動挑躍力向上のための補強運動として用いられる。連続してジャン
プする間に次のジャンフ。が横へ流れたりしないように空中姿勢を整えることが要求される運動である。表
6は連続垂跳びの流動性をスパイクジャンプの技能レベル別にみたものである。連続垂在跳びをスムー
ズに行ったものは下位群30%、中位群68.8%、上位群78.6%で、有意差が認められた。 (p<O.01)
表7は連続垂直跳びで真上に跳んでいるかどうかをレベル別に調べたものであるが、中{立群の68.8%が
上・下位群の42.9%・45%をよ屈り真上によく跳んでいる。したがって、中位群は流動性においても鉛寵
方向に調和のとれたジャンプをしていることを物語っている。
しかし、跳躍の踏切が強すぎても、弱すぎても、ジャンプの勢いを吸収する膝の引き付けが不十分で、あ
ると、 2問自、 3回目の反動性跳躍持に脚を伸展させるタイミングが合わず、反動→時連関によるすば
やい跳躍キックができなくなることが予測される。またキックカの強いもので、キックによって流れた足
の位寵を膝の腰の位置(身体重心)への引き上げによって調整するケースも考えられる。
跳躍高増大のために有効な動作でもタイミングが伴わなければ意味がなく、そこには動作のある一定の
微妙な“時間的ずれ:時間差"がある(8)という報告もなされている。また、動作タイミングの持時差は、
踏み切り時間、動作距離、しゃがみ込みの深さ(膝関節角度の大きさ)に応じて変化させる必要があるは)
との報告もある。
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表6 連続垂直跳びにおける各群の流動性 表7 連続垂直銚びにおける各群の鎗直性
上段:度数 連続まま夜跳ぴ(流動性の有無) 上段:度数 連続垂直跳び(真上に跳べているか)
下段:% 合計 スムース ぎこちな¥t、 下段:%
合計 真上 流れてい
る
合計 50 28 22 合計 50 26 24 
100.0 56.0 44.0 100.0 52.0 48.0 
下位群 20 6 14 下位群 20 9 1 
100.0 30.0 70.0 100.0 45.0 55.0 
技能 中位群 16 11 5 技龍 中位群 16 1 5 
レベル 100.0 68.8 31. 3 レベル 100.0 68.8 31. 3 
上位群 14 11 3 上金群 14 6 8 
100.0 78.6 21. 4 100.0 I 42.9 57.1 
(p <0.01) 
表8は連続垂産跳ぴで膝の引き上げ位置をレベル別にみたものであるが、上位群は全てのものが腰の位
置で空中姿勢の誠整ができている。スパイクジャンプでは、ボールを打つなどの自的動作を空中で行なう
ことが要求される。したがって、空中姿勢を安定させることはスパイクやブロックの後に影響し、この能
力の習得によって着地後の再跳躍や他の動作への移行が流動的になるものと解釈される。
表9は連続垂藍銚ぴの腕の{吏い方をスパイクジャンプの技能レベル加にみたものである。腕の振り込
み、張り上げ動作が行われ、腕をよく寵っているについて、下位群65%、中位群75%、上位群78.6%で上・
中位群が8割近い割合を示した。阿江らは身体各部が垂[E[JIi}Eびのジャンプ高に及ぼす貢献度を脚が約
70%、間続が約20%、体幹が約10%としている。 (2)そこで、連続幅跳びの運動観察結果も交えて検討して
みることにする。
表8 連続垂寵跳びにおける各群の膝の引き上げ 表9 連続垂誼跳びにおける各群の腕の使い方
上段:度数 連続垂TI!跳ぴ(膝の位置:空中姿勢) 上段:度数 連続垂震跳び(腕の使い方)
下段:% 合計 腰の位置 腰の位置から45度 下段:%
合計 良く使っ 使われて
ている いない
合計 50 36 14 合計 50 36 14 
100.0 72.0 28.0 100.0 72.0 28.0 
下位群 20 11 9 下位群 20 13 7 
100.0 55.0 45.0 100.0 65.0 35.0 
技能 仁科位群 16 11 5 技能 中{立群 16 12 4 
レベル 100.0 68.8 31. 3 レベル 100.0 75.0 25.0 
上位群 14 14 上位群 14 11 3 
100.0 100.0 
し一一一一一一一
100.0 78.6 21.4 
(p<0.05) 
表10は連続幅跳び、の腕の使い方をスパイクジャンプの技能レベル別にみたものである。連続垂藍跳びと
同様な傾向を示し、技能レベル別に有意表は認められなかった。
本研究における連続垂直飛び・連続幅跳びにおいて、腕の使い方の技能レベル差には有意性は認められ
ないが、どの群も約7割以上のものが腕の使用により跳躍動作のタイミングを調整していることから、跳
躍動作における腕の重要性は大きしその合理性はジャンプ動作に必要な要素として示唆される。
せすじ
表11は連続幅跳びの背筋の状態をスパイクジャンプの技能レベル別にみたものである。連続幅跳び、の2
四百のジャンプ特に背筋が伸び、十分な上体起こし運動が行えている者は20%にとどまった。その20%を
スパイクジャンプの技能レベル加にみると下位若手5%、中世群25%、上位群35.7%で中・上位群にいくに
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表10 連続I揺践びにおける冬群の腕の鐙い方 表1 連続I露間iびにおける各群の2回自の跳露時(背筋)
上段:度数 連続l幅跳び(腕の使い方)
下段:% 合計 良い {吏って i主われてはいる いない
上段:度数 連続幅跳び(青筋)
下段:% 合計 伸びてい 丸まってる いる
合計 50 9 29 12 合計 50 10 40 
100.0 18.0 58.0 24.0 100.0 20.0 80.0 
下位群: 20 13 6 下位群 20 19 
100.0 5.0 65.0 30.0 100.0 5.0 95.0 
技能 中{立群 16 3 9 4 技能 中位群 16 4 12 
レベル 100.0 18.8 56.3 25.0 レベル 100.0 25.0 75.0 
上位群 14 5 7 2 上位群 14 5 9 
100.0 35.7 50.0 14.3 100.0 35.7 64.3 
したがい出現率が高くなる傾向にあった。
連続幅跳び、は荷足3段挑びに発展し、制イ中展の瞬発力強化に用いられる。この運動に関連し、立1幅跳び
の跳躍力を向上させるための効果的な動作として、踏み切り時における頭部の背屈を伴う上体起こしを提
案している研ー究もある。(図6参頬)同それを参考とし本研究の連続幅跳び、について考えてみると、 I回
目の跳躍で上体を起こした姿勢から着地に入り、その着地姿勢を 2拐自の踏みJ切り動作に移行していくこ
とが必要になるが、図6の3に示すような艇の振り上げと上体を起こす動作は、 1割自の蕃地時に身体が
読方に突っ込まないように股爵節を屈曲させる 5の働きの上に成り立つことになる。つまり上体を起こそ
うとする運動の結果、頭部の背盟運動が頚反射に基づく下段伸筋群の反射的な伸展力を引き起こし、 2回
目の跳躍のためのキックを強めて(体勢を整えて)いると解釈することが出来る。仰)
図6 連続幅跳びにおける着地一踏み明り動作中の運動要点
表12はこの連続幅跳び、の流動性の有無をスパイクジャンプの技能レベル別にみたものである。下位群
で、ぎこちないが95%と最も多く、逆によ{立群の85.7%はスムーズとなっておりレベル関の有意震が認め
られる。 (p<O.Ol)全体の60%のものが、ぎこちない動きであり、小学生にとって難度の高い運動試技で
あったことは否めない。
らによると、 r~量産挑びと 1"高跳びの違いは、下肢関節の可動範囲でみると、足関節では差がないが、
股関節では幅挑びが、膝関節では垂直跳ぴのほうが大きい。一方、 T~支関節の伸展速度を比較すると
な差が認められ、投鰐節では幅跳びが、膝と足欝節では垂度跳びのほうが大きい値を示す。J(14)と
ている。したがって、本研究で見られた結果に類似しており、垂誼跳びでは藤関節が重要な役割をし、幅
跳びでは上体の起こし動作が重要になることを示している。
すなわちスパイクジャンプの習得に関わる運動要素として、連続垂直跳びの空中姿勢の調整を担う膝の
思伸能力があり、次に連続幅跳び、においては上体の起こし動作を担う股関節の鈎きとそのきっかけとなる
上肢の最大パックスウイングからの振込み動作が券げられる。
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表12 連続橋跳びにおける各群の流動性 表13 投げ込みスパイクジャンプにおける各詳の読の龍い方
上段:度数 連続幅跳び(流動性の有無)
下段:% 合計 スムース ぎこちな¥ハ
ボル投げJ(腕振り)
上段:度数 合計 ジャンブの ジ、ヤンプ動
下段:% 流れに沿っ 作と合って
合計 50 20 30 ている いない
100.0 40.0 60.0 合計 50 35 15 
下位群 20 l 19 100.0 70.0 30.0 
100.0 5.0 95.0 下位群 20 9 1 
技能 中{立群 16 7 9 100.0 45.0 55.0 
レベル 100.0 43.8 56.3 技能 中位群 16 13 2 
上位群 14 12 2 レベル 100.0 81. 3 18.8 
100.0 85. 7 14.3 上{立群 14 13 
(p<O.01) 100.0 92.9 7.1 
(p <0.01) 
4.投げ込みスパイクジャンブの議動観察分析
投げ込みスパイクジャンプは、スパイク動作まで含んだ跳躍運動を観察するために実験試技に採用した
ものである。ハンドボールのジャンピングシュートの要領に類似するが、両足で賠み切り、空中で打つ動
作を投げる動作に替えて行うものである。ジャンプと投の 2つの動作を空中で結び付けるには、連続垂直
跳びの運動観点で見た空中姿勢の安定性やすべてのジャンプ動作のきっかけにもなっている腕の動きの舘
い方が重要になると考える。
表13は投げ込みジャンプの腕の使い方についてスパイクジャンプの技能レベル別にまとめたものであ
る。ボールを持ったまま、ジャンプ動作を行い、空中でネット越しに投げ込む(上位群の投げは全て鋭角
的に落とすものであった)という複合運動の調整は下位群にとって難しく、ジャンフ。動作の流れに沿った
腕の振りをしているものは半数を説り45%であった。一方、上・中位群は92.9%、81.3%とほとんどのも
のが調和のとれた椀の使い方ができており有意なレベル差を示した。 (p<O.01)
さらに、椀振り以上に空中でボールを投げる力を蓄えるための勤きにつながる体の反動利用も空中動作
となると一段と難しくなっている。表14によると、投げ込みジャンプに身体の反動会使えないものは下位
群の85%が最も多く (p<0.05)、上・中位群においても捜えているのは、 57.1%、50%であり、半数を僅
かに超えるくらいである。
表14 投げ込みスパイクジャンブにおける各群の体の反動 表15 投げ込みスパイクジャンプにおける各欝のリリー ス体勢
上段:度数 ボール投げJ(体の反動利用) 上段:度数 ボー ル投げJ(リリ}ス時の体のポジション)
下段:% 合計 使ってい 使っている ない
下段:% ぷfコ》、苦ロ1- 前傾 垂直 後傾
合計 50 9 21 20 
合計 50 19 31 100.0 18.0 42.0 40.0 
100.0 38.0 62.0 下位群 20 1 13 6 
下位群 20 3 17 100.0 5.0 65.0 30.0 
100.0 15.0 85.0 技能 中位群 16 1 7 8 
技能 中位群 16 8 8 レベル 100.0 6.3 43.8 50.0 
レベル 100.0 50.0 50.0 上位群 14 7 1 6 
上位群 14 8 6 100.0 50.0 7.1 42.9 
L一一一一一
100.0 57.1 42.9 (p<O.01) 
(p<0.05) 
空中で反動動作を利用し、ボ…ルを投げるリリースが成功すると、身体の勢いは腰を中心に上体を前{頃
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させる囲転力となって作用すると思われる。表15は、投げ込みジャンプのリリース時における体勢につい
てスパイクジャンプの技能レベル別にまとめたものである。上位群の中でリリース時の前傾姿勢が出来た
ものは50%の半数であり、中位群は逆に後傾姿勢になったものが半数を占め、下位群に至っては垂藍の置
立姿勢が65%ともっとも多くなるなど、各レベル間に有意な差が認められた。 (p<O.Ol)藍立姿勢のまま
ボールを投げるというのは、低いジャンプから身体の動きと腕の動きが分離した、いわゆる手打ちのフォ
ムで投げていることを表す。
これらのことより、投げ込みジャンプは難しいが、スパイク動作に必要な跳臨型の複合運動として設定
できるものである。また、この運動は個人的なスキル練習が可能なものでありスパイク動作全体を把握す
るのに役立つ一指標ともなり得ると思われる。そして、スパイクジャンプの基本的な動作リズムをつかん
だ後には、次の課題としてブロードジャンプや移動時間差ジャンプ等、より専門的な動作パターンを組み
入れることにより熟練レベルを上げていくことができると考える。
5.スパイクジャンプの習得に関わる指標
スパイクジャンプの技能レベルをもとに小学生の跳躍運動の評価をレベル別に行ってきたが、スパイク
ジャンプの習得はある程度できており、スパイクジャンプ以外の跳躍運動に含まれる要点合参考にし、
ましいバレーボールジャンプの上達段階をまとめ、次の段暗へステップアップする指導上の見究め点とな
る指標を提供していく必要があると考える。
表16はスパイクジャンプの各運動観点を本研究の上位群と下位群加の実態としてまとめたものである。
下位群の運動を上位群のものに近づけるための改善点が必要となるが、流動性の運動費の向上に働きかけ
る運動の観点①より③までのものを、スパイクジャンプ上達の指標として提案することとする。例えば、
身体の反らしなどの反動動作であるが、下位群では使われず体幹の動きと腕の動きが合っておらず跳躍最
表団 スパイクジャンプ習簿上指標となる運動観点
指標となる運動観点 上位群 改養点 下位若手
。流動性(空間、時
スムーズに遂行できる ぎこちない遂動になる← 
潟、カ動の調和)
①沈み込み時の最大 後方屑の高さまで51いている 振込みからの勢いをつ 後方腐の品さまでヲlいている
ノTックスウィング ける
②踏み切り中の腕の 肩以上の!坊さまで振り上がる 跳躍方向に視線と指先 屑より下のI為さまでの振り
振り上げ を向けて!泌を振りよげる
③i翠動中の腕の使用 良く使っている 手でリズムを取って遼 使っている
体と続の動きが合っている 動する 体と腕の動きが合っていない
④体の反らしなど反 使っている(投げ込みジャンプ) 空中でくの字になって 使っていない(投げ込みジャン
動動作 から着地する プ)
綾の高さ位まで膝を引き上げる 腰の{立置を動かさずに 腰の下45度くらいまでよがる
⑤空中姿勢の安定
(連続黍夜跳び) 跳躍と着地を繰り返す (連続長夜跳ぴ)
斜め45度の向きに発射する跳躍 首の後方伸展を意識し 2回目ジャンプ時に前につんの
(連続幅跳び) て跳ぶ める(連続幅跳び)
@跳躍方向の鉛直性 尽標点と一致している 真上に跳ぶ 日標点と一致していない
*安定していなし、(連続垂直挑ぴ) (連続ま量産跳び) *安定していなし、(連続黍夜跳び)
⑦空中動作の複合連 ジャンプ動作に伴う運動が可能 ~中での両手投げ ジャンプ動作に伴う運動ができ
結性 (投げ込みジャンプ等) (投げ込みジャンプ等) ない
③~中動作後の前傾 前傾姿勢がとれる 着地時に手を膝に近づ 垂直か後傾姿勢になる
姿勢 投げ込み等の角度が鋭角である けるイメージを持つ 投げ込み等の角度が鈍角になる
設*迷絞まま夜跳びにおける安定性は中位群が俊れていた。
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高点で滞空することができないパターンであった。この場合の対処として、空中における滞空時簡を確保
するために続の引き上げによって、体幹を反らした後に腰を屈曲させたくの字を作ってから着地できるよ
うに練習する方が良いのである。これが改善点となる。⑤の改善点にある首の後方伸展にも関係するが、
くの字になるためには、僅かでも体幹の伸展動作(反り)を行った後でないと腹筋を使った腰の題曲はで
きないので、空中でくの字を作ることを自的としてジャンプし着地する方法が段階的に易しいと考えられ
る。
これに類似した運動は運動観点⑦の空中動作の棲合運動性に関係し、改善点として挙げている空中での
両手投げが提案できる。このように全身で行う棲合運動は小学校低学年の体育の体操を経て、小学校3・
4年生で取り扱うゲームの領域に関係させてボールゲームの下位運動技能の中で豊富な経験をすることに
より習得できるものである。一般的にこの時期は、発育発達特性の上から調整力(運動の敏捷性、巧みさ、
柔軟性、全身協調性、バランス等を含む)の発達が著しいといわれる。このような運動経験を経て、小学
5年生より既存のスポーツ技術に親しんでいけるように配列されているはずである。同
このようなことから、表団中の指標となっている運動観点はスパイクジャンプ動作遂行の時系列上に合
わせ、最大パックスウイング、腕の振込み、腕の掠り上げ、目標遂行点への到達、スパイクヒット、蕃地
といったボールを打ち終わるまでの動作に発展させ指導することができるように配列したものである。(図
7参照)さらに、上述の運動観点はスパイクジャンプを指導する際の段階的な見究め点となる具体的な指
標としても例示されることとなる。
4.結
最大パックスウイング
~ 
腕の振り上げ
々
1¥ 
腕の振込み 目標遂行点への到達
密7 スパイクジャンプにおけるスティックピクチャー
E6. 
器開
本研究において跳躍動作の習得に必要な運動要素を比較検討した結果、以下のことが明らかになった。
1 )小学生の跳躍運動において、腕の張り込み動作と振り上げ動作をタイミングよく連動させることの重
要性が示唆された。
2 )連続まま車跳びの運動観点より、藤の引き上げにより空中姿勢を安定させる調整力は、スパイクジャン
プがボールを打つなどの目的動作を空中で行うために必要となる要素である。
258 :/E城均・日高敬児・池上寿イ中・坂元康成・島本英樹
3 )連続幅跳び、の運動観点より、上体起こしにより空中姿勢を安定させる調整力は、スパイクジャンプが
ボールを打つなどの自的動作を空中で行うために必要となる要素である。
4 )上位群はジャンプの目標遂行点と跳躍最高点を一致させることができており、跳躍方向の鉛産性はス
パイクジャンプの上達度を見る重要な指標となることが示唆された。
5)下位群は投げ込みスパイクジャンプにおいて、ボールを投げるという目的動作を意識しでか、ジャン
プ動作に沿った十分な腕の掠り込み、振り上げ動作ができていなかった。
6)投げ込みスパイクジャンプにおける運動観点より、ボール操作と跳躍を空中で組み合せた議会運動に
親しませ、段階的に指導していくことがスパイクジャンプの技能向上に資することも示唆された。
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